Previous evaluation of pollutant loads for the basin of Tokyo Bay are not accurately treated with the influence of flood-flow conditions. In the present study, we attempt to clarify the nutrients and COD loads in the main influent rivers under hydrologic events. For this purpose, we mounted automatic water samplers at the Edo, Ara, Tama and Naka Rivers. The observed results indicate that specific relations between river discharge Q and water quality are found in each river. The pollutant loads in the Ara and Naka Rivers are dominant in flood and low flow conditions, respectively. The large amount of the nutrients and COD loads were transported under flood flow conditions in all rivers.
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いない区間代表法の場合には，全般的に，T-P，T-COD負
荷量に関しては過小評価，T-Nに関しては過大評価をする 傾向が見られる．相対差は，全般的には負荷量が増える と増加する傾向があり，最大で年間値では30％，月間値 で75％となっている．このように，全負荷量に対する寄 与率の高い出水時負荷量についてL-Q式を用いずに平常時 水質データのみで表すと，負荷量算定誤差は大きく，そ の傾向は月間負荷量に顕著である． ５ ５ ５ ５． ． ． ．おわりに おわりに おわりに おわりに 本研究では，多くの観測結果から江戸川，荒川，多摩 川，中川の汚濁負荷量に関する以下の知見が得られた． １） 出水時の流量と水質濃度にはヒステリシスが存在し， そのヒステリシスが河川間，水質項目間で異なる．T-P や T-COD に関しては中川と他の河川で逆向きのループとな り，T-Nに関しては河川毎にばらつく傾向が見られた． ２）L-Q式を算出した結果，懸濁態成分の影響が強い T-P や T-CODに関しては係数 b が１以上，溶存態成分の寄与 が大きい T-Nに関しては b は１以下となる傾向がある． ３）汚濁負荷量を算定したところ，４河川の中では荒川 が最も大きく， 次いで中川の負荷量が大きい． これには， 荒川では出水時，中川では平常時の寄与が大きい． ４）全負荷量への出水寄与は T-P は 34～61％，T-N は 25 ～44％， T-CODは36～60％となり出水時の寄与率は高い． ５）L-Q 式を用いない方法による負荷量算定結果は，L-Q 式を用いた時と比べて，最大で年間値では 30％，月間値 では 75%の相対差が生じ，出水時負荷量評価に平常時水 質データをそのまま用いることには大きな問題がある． 今後は河口観測点を設けて類似の観測を行い，東京湾 へ流入する汚濁負荷量をより正確に算出する必要がある． 謝辞 謝辞 謝辞 謝辞： ： ： ：国土交通省関東地方整備局江戸川河川事務所・荒川 下流河川事務所，水資源機構・利根導水総合管理所，東京 都水道局には流量をご提供して頂くと共に，現地観測実施 にご協力頂いた．多摩川調査の一部は，国交省関東地方整 備局 「羽田周辺水域環境調査研究委員会」 として行われた． 公共用水域データとしては，国立環境研究所「環境数値デ ータベース」より収集した．ここに記して謝意を表する． 参考文献 参考文献 参考文献 参考文献 1) 中央環境審議会 ： 第 6次水質総量規制の在り方について （答 申），21p，2005． 2) 安藤晴夫，柏木宣久，二宮勝幸，小倉久子，川井利雄：1980 年以降の東京湾の水質汚濁状況の変遷について -公共用 水域水質測定データによる東京湾水質の長期変動解析-，
